
 

学園通信３月号 

 

 

 
  

  

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 
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星槎国際高等学校 
 横浜ポートサイドキャンパス 

「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ

とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：中野・髙橋・片岡 

夢了法師の合格へのチェック 

《問題》次の英文の下線部に注意して，日本語に訳しなさい。 

1) He never fails to keep his promise. 

2) I failed to understand what he meant. 

今年度最後の月になりました。皆さんは 1 年間をどのように過ごしましたか?何か 1 つでも

良いので、自分が頑張って取り組んだことを見つけてみてください。そして見つかったら、良

かったことと改善することは何か考えましょう。その振り返りができると、来年度に向けての

目標を立てやすくなります。4月から素敵な新しいスタートが切れるように、ぜひ春休み期間

中に考えてみてください。（平本） 

令和３年度卒業証書授与式および専攻科修了式を挙行致しました。

一人一人が卒業証書を受け取る瞬間には、高校生活を振り返り仲間

や家族の支えのおかげでこの卒業があることを実感し、感謝の気持

ちを新たにしたのではないでしょうか。また、祝う会では、担任の

先生から一人一人に言葉をかける場面もありました。高校の卒業式

は人生で一度きり、自信を持って次のステージに進むための大切な

１日になったことと思います。また、開式閉式の言葉、送辞、答辞、

そして運営を手伝う生徒スタッフたち、生徒たちも率先して参加す

る YPS らしい思い出に残る卒業式となりました。  （北山） 

みなさん、一年はあっという間ですね。しかしこの一年で成長した部分がたくさんあると思います。しっかりと振り返りを 

して次年度につなげてください。 

先日卒業証書授与式が行われました。高校入学と同時にここを目指すことになります。立派に卒業した３年生の姿を忘れないでくだ

さい。来年、再来年、あの舞台にはみなさんが立っていることを想像してみてください。 

 

式辞 

春の息吹が感じられる今日この佳き日、令和三年度第 15回卒業証書授与式を挙行できますことは、卒業生はもとより、私たち教職員

及び在校生にとって大きな喜びであります。保護者の皆様におかれましては、今日のお子様の成長された姿に感慨も一入のことと存

じます。ご卒業をお慶び申し上げますとともに、これまで私どもが賜りましたご理解とご協力に深く感謝申し上げます。ありがとう

ございました。 

ただいま卒業証書を授与した 44名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとう。教職員一同、心より祝福いたします。卒業するにあたり、

皆さんに伝えたいことが３つあります。１つ目は「自信」です。皆さんは、高校生活の中で様々な体験をしてきました。それはここ

でしかできない貴重な体験です。うまくいったことも、うまくいかなかったことも、どちらも掛け替えのない財産です。大切な宝を

得た自信を胸に着実に前に進んでいってください。２つ目は「感謝」です。皆さんは、入学以来、星槎の心である『人を認める』『人

を排除しない』『仲間を作る』ことを実践して、本日を迎えることができました。皆さんが手にしている卒業証書は様々な人の想いが

籠った社会に出るための大切なパスポートです。人はひとりでは生きてはいけません。互いに支え合う仲間や家族が必要なのです。

自分を支えてくれた多くの人に感謝する気持ちを忘れないでください。３つ目は「思いやり」です。人は支え合って生きていかなく

てはなりません。「常に何かをされる側」ではなく、何かをしてもらったら必ず「何かをする側」にもなってください。決してしても

らうのが当たり前ではありません。心からの『ありがとう』と『ごめんなさい』をきちんと言える人になってください。そして困って

いる人に、手を差し伸べる人になってください。 

新型コロナウイルス感染拡大により、多くの大切な時間を失ってしまいました。少しでもみなさんとの貴重な時間を確保しようと先

生方も奮闘してくれました。そして皆さんは、制約の多い中で「新しい当たり前」を模索し、工夫を凝らして実践してくれました。コ

ロナに直面したことで、実は失ったものよりも、新たに得たものの方が多かったのかもしれません。誰かと一緒に過ごせることが何

より素晴らしいことだと気付くこともできました。我々も皆さんのひたむきな姿に何度も勇気付けられました。そんな卒業生の皆さ

んは、我々の「希望」です。自信を持って道を切り拓いてください。 

皆さんの前途に幸多からんことを心よりお祈りし、式辞といたします。たくさんの思い出をありがとう。 

土曜コース 専攻科 



 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 金   

2 土   

3 日   

4 月   

5 火   

6 水   

7 木 前期始業式・クラス開き  

8 金 入学式 11:00～@神奈川公会堂  

9 土   

10 日   

11 月 
午前授業(～22日) 

FS 登校開始(午前授業～22日) 
 

12 火   

13 水   

14 木   

15 金   

16 土   

17 日   

18 月   

19 火   

20 水 新入生歓迎会  

21 木   

22 金   

23 土   

24 日   

25 月 通常授業開始・FS 終日登校開始  

26 火 選択ゼミ説明会(午後)  

27 水 企画授業①（進路フェスタ）  

28 木   

29 金 昭和の日  

30 土 前期保護者会/かもめ総会/学年会  

３月２日（水）に南公会堂にて３年生を送る会が行われました。２月の頭に実行委員会を立ち上げ、送る会を盛り上げた

いという熱い思いを持った約２０名のメンバーが集まりました。当日はイントロドンやビンゴ、３年生にまつわるクイズ

など、楽しい企画から始まり、１人１人への冊子贈呈、３年間を振り返るムービー上映など盛りだくさんな内容でした。

３年生の楽しんでいる姿や、充実感でいっぱいの表情を見ることができ、とてもいい３年生を送る会になったのではない

かと思います。実行委員のみなさんも約１ヶ月、準備から当日の運営まで本当にお疲れ様でした！（勝又） 

 

 

 

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎国際高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 

横浜市神奈川区栄町８-４   TEL:０４５－４５１－６７５１  FAX:０４５－４５１－６７５５ 

URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

広域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

３年生を送る会 ＠南公会堂

最高に楽しい１日を ～ 自分を信じて take off ～ 

《解答》 

1)彼は必ず約束を守る。 

2)私には彼の言う意味が分からなかった。 

《解説》 

“never(or cannot)fail to ～”は「必ず～する」，“fail to 

～”は「～しない;～することができない」という意味にな

る。 

３年生 

実行委員会 


